
　　　　　　　　　　

〔レーダーチャート〕　教科の領域別に全国を１００とした場合の全道及び管内の状況（管内の平均正答率÷全国（公立）の平均正答率×100で算出）

〔平均正答率の推移〕　管内の平均正答率－全国（公立）の平均正答率の経年変化

【質問紙の状況】

【教科全体の状況】
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61〔60.6〕

小学校算数

■後志管内の状況及び学力向上策　　（小学校数：54校 、児童数：1211人）

平均正答率

後志管内

全国

47〔47.4〕

中学校数学

（中学校数：36校 、生徒数：1183人）

小学校国語

65〔65.2〕

67〔67.2〕

管内の多くの小学校において、授業研究や事例研究等、実践
的な研修をよく行っていることにより、授業では、課題の解決に
向けて、自分で考え、自分から取り組んでいたと回答した児童
の割合が全国及び全道を上回ったと考えられる。

管内の多くの小学校において、算数の授業で、具体的な物を
操作するなどの体験を伴う学習を通して、数量や図形について
実感を伴った理解をする活動を行ったことにより、児童は算数の
勉強が好きになり、算数の「図形」領域で平均正答率が全国を
上回ったと考えられる。

管内の多くの中学校において、授業研究や事例研究等、実践
的な研修をよく行っていることにより、授業では、課題の解決に
向けて、自分で考え、自分から取り組んでいたと回答した生徒
の割合が全国及び全道を上回ったと考えられる。

管内の多くの中学校において、自分の考えをまとめ、発表・表
現する場面で、生徒一人一人に配備されたPC・タブレットなどの
ＩＣＴ機器を積極的に使用したことにより、学習の中でPC・タブ
レットなどのＩＣＴ機器を使うのは勉強の役に立つと回答した生徒
の割合が全国及び全道を上回ったと考えられる。

【後志管内の学力向上策】 については、次ページの学力向上の取組を参照ください。
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【上記結果の考えられる要因の分析】
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月 (1) 好循環を創出する検証改善サイクル
の充実

(2) 子どもを主語にした授業づくり 月
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後志管内における学力向上の取組

１．管内教育の重点（学力）

２．具体的な改善策

３．令和５年度（2023年度）の取組

○ 好循環を創出する検証改善サイクルの充実
○ 子どもを主語にした授業づくり

(1) 好循環を創出する検証改善サイクルの充実（体制の強化）
①教育委員会への支援

８～９月に教育委員会訪問を実施する。教育長、校長、教務主任等と共に調査結果の分析と今

後の取組(中学校による授業の乗り入れを含む)を決定し、中学校区で進行管理する。(１回目は経

営訪問時に実施済み)

②校長会と教育局との連携

小樽市校長会、後志校長会と連携し、課題を抱える学校に他校の校長がチームでサポートする

体制をつくる。

③各校(校長)

義務教育指導監による経営訪問時に校長と調査結果に基づくカリキュラム・マネジメントについ

て協議し、教務主任等の役割の明確化に向けた指導助言を行う。

地域の教育力の活用と地域から子どもたちが認められる取組の推進を図る。

(コミュニティ・スクールや地学協働の充実を含む)

(2) 子どもを主語にした授業づくり（後志ブランドの確立）
①管内の教科指導力の高い教員(中核教員)

令和４年度（2022年度）に活躍した数学中核教員による、教員が連携して授業改善に取り組む

ネットワークの構築と他教科(R５は算数・数学・英語・体育)への普及を図る。

②各校(教頭)

令和４年度（2022年度）に実施した教頭も参加する学力向上の研修会を継続し、教頭が学校の

核となり全教科の授業改善に取り組む学校体制の確立を図る。

③各校(学力向上担当)

ＭＥＸＣＢＴの最大活用(家庭学習を含む）による教員の働き方改革と子どもの学びに向かう力等

の育成を図る。 ※７月の教育長会議、校長会理事研修会でＭＥＸＣＢＴの活用に関わる実践体験を

実施済み。

学校訪問や各種指定事業における継続的な指導助言 通年

■ＥＢＥ協議会②

■ＥＢＥ協議会③

■ＥＢＥ協議会④（局独自）
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評価結果を踏まえた後期における改善点の検討

(2)
①

(2)
② 指導主事による授業づくりサポート 通年

・スクールコンサルティング(訪問、Web面談)
・各学校の課題に応じた校内研修への支援
・初任層の多い学校等への複数回訪問など重点的支援
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